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『日本の伝統芸能と民族文化財を学ぶ 』 

             （北見真智子先生） 

《１》 講座：第 8 回 祇園祭  

《２》 日時：2025(R07)年 12 月 10 日(水) 10 時~11 時 50 分 

《３》 場所：茨木市クリエイトセンター  

《４》 参加者 ：受講生:28 名、CA:2 名 

《５》 概要：8 回目は祇園祭についての講義でした。 

祇園祭は山鉾巡業などで全国的に有名な祭りですが、今回は歴史的な成り立ち・現

在の形に至った背景などについて、わかりやすく講義いただき、祇園祭について理

解を深めることができました。 

なお、祇園祭は 2016 年にユネスコ無形文化遺産に登録されています。 

   

《６》 祇園祭は、祇園会に由来する。 

① 祇園会は、御霊会に始まり、それが恒例化した祇園社（八坂神社）の祭り。 

② 古来の人々は、「生・老・死」は、人体の内から生じるが、「病」は人体に外から忍

び込む災厄と考えていた。 

③ その災厄としてかんがえられていたのが、・疫神 ・鬼魅(妖怪変化) ・政争などに

より非業の最期を遂げた者の怨霊である。 

④ それらの災厄を防ぐために、災いをもたらす御霊や疫神を慰めるため「御霊会」を

催した 

⑤ 疫神や御霊を慰める➡そのために歌舞芸能を尽くす➡神の心が和んだ隙に他の場

所に送ってしまおう。 

⑥ 時がたつにつれて、疫神は祀られることによって疫病を鎮圧する善神に転化すると

考えられるようになった。 

  （なお、朝廷では、無実の政治犯の霊を慰める御霊会が神泉苑にて執り行われた） 
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《７》 現在の祇園祭 

① 神輿渡御と山鉾巡業から成り立っている。 

② 山鉾巡業の方が有名であるが、御霊会に由来する神輿渡御を忘れてはならない。 

 

③ 神輿渡御 

７月１７日の夕刻に三基の神輿が八坂神社から京都市内の御旅所へ渡り、７月２４

日の夕刻に八坂神社に還る。 

三基の神輿には、・スサノオノミコト ・スサノオの妻 ・スサノオの子供たち が

乗っている。 

「通常は土産物店（四条河原町）・写真左が、祇園祭の期間だけ御旅所・写真右」に

なっている。 

 

   

              

④ 山鉾巡業 

７月１７日と７月２４日の午前中に山や鉾が京都市内の下京を練り歩く祭事。 

「国の重要無形文化財「京都祇園祭の山鉾行事」(1979 年)」 

 

これは、・「田楽」の爆発的流行(下の写真)➡・永長大田楽（洛中洛外の貴賤を巻き

込んだ熱狂的な田楽踊）➡都市民による新しい都市祭礼へ➡風流拍子物から山鉾が

登場 

 

その後、神事を離れて行動できる主体性が備わり、「鉾」の方が主体となった。 
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≪8≫ 国の重要無形民俗文化財である「やすらい花」の紹介があった。 

 

≪9≫  終わりに 

① CA さんから ・来年 2 月のクラス活動の案内 ・狂言会の案内(2026.05.09 高槻)

の紹介がありました。 

② 本ブログの写真の一部は、CA の K 様よりご提供いただきました。 

 

 

 

（ブログ担当：5 班 i） 

 


